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最終順位

1 東海大仰星

2 中宮

3 楠葉

9 交野一

4 住道

サダ

常翔啓光

7 寝屋川三

四條畷

5

四條畷西

10 交野四

11 同志社香里

12 大阪桐蔭

深野13

14

●キックはありで行うが、タッチラインをダイレクトで出た場合、またはキックが

　 インゴールに入った時点で、蹴った位置から相手ボールスクラムとなる。

●ヘルドインゴールはインゴールドロップアウトで再開

●キックオフはハーフウェイライン上中央より、ＤＦが整ってからＰＫで始める。

　  トライ後も同様に、トライされたチームのＰＫで始める。

●ＳＨのスクラムからのサイド攻撃はなし。少し出るのもなし。

●ラインアウトは行わない。タッチラインから３ｍ地点でスクラムを組む。

③トライは１点、コンバージョンキックはなし。

④特別ルール

●スクラムは３ｖｓ３で組み、ボールインせずにフッカーの足元に置いてはじめる。

●PK(FK)の時、オフサイドラインは５ｍバック
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Ａリーグ（Aコート） 四條畷西 蹉跎 交野一

2024年度　北河内セブンス（11/30）
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●ＰＫはすべてＦＫ扱いとする。（直接タッチに蹴りだしてもダイレクトタッチになる）

●アタックもディフェンスもスクラムの最後尾から５ｍさがる。（ＤＦ側のＳＨもさがる）

●インゴールは３～５ｍ

⑤マウスガード着用が義務化されています。 ※サイドラインは石灰でライン or マーカーを並べる
⑥応援生徒を含めて、会場校への入場は制服着用をご指導ください。

本部

●選手レンタルは１名まで、２名以上はエキシビジョンとなる。（得失点は１０－０に扱う） ※タッチラインから３～５ｍの範囲がインゴール


